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問題認識① 開発途上国の急激な都市人口増加

https://ensia.com/features/here-come-the-megacities/
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問題認識②： エネルギートランジションは待ったなし

https://www.aceee.org/blog/2018/10/iea-reports-large-energy-efficiency



JICAの取組み
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• 急速な都市化に伴う都市問題の顕在化（社会基盤インフラの不足、開発管理機能の弱さ）
• 都市と地方の格差の拡大、都市間の広域連結性の不足
• 個別事業での効果の限界、全体最適化の不足
• G空間情報（＝地理空間情報）の基準の不統一、高精度測位環境の未整備、情報・データへのアクセス環境の

不足、更新頻度の不足

SDGs

課題

クラスター

住み続けられるまちづくりを

都市・地域の持続可能な成長を
実現する都市・地域マネジメント
を実現する

都市マネジメント・まちづくり

都市
マスタープラン 地域総合開発

計画策定
実施支援

回廊開発
計画策定
実施支援

都市開発
管理

G空間情報の整備・活用

手段

まちづくり
促進 位置基準の統一

基本図整備
TOD

公共交通と一体となったまちづくり
スマートシティ

相手国人材育成、都市マネジメント専門家人材の確保
民間セクター・学会等とのネットワーク強化、連携できる地方自治体の発掘

アプローチ 持続可能な都市の実現 G空間社会の実現地域開発・回廊開発

利活用の促進
NSDIの整備

自律的な都市・地域マネジメントの実現目的

産業と技術革新の基盤をつくろう

インフラ整備を効果的に進めると
ともに、G空間社会へのアプロー
チでる産業・技術革新の基盤づく
りに貢献する。

気候変動に具体的な対策を

気候変動及びその影響を軽減
するための緊急対策を講じる。

都市・地域開発 グローバル・アジェンダ
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運輸交通 グローバル・アジェンダ

SDGs

課題

手段

クラスタ―

3.6 交通安全11 都市 13 気候変動

グローバルネ
ットワーク

都市公共交通
推進

道路アセット
マネジメント

道路交通安全

道路、港
湾、空港
(ハード）

道路、港湾
、空港

(ソフト）

道路・橋梁維
持管理

4E
法執行、
救難等

都市鉄道・
バス

モビリティマ
ネジメント

8   経済成長

9  強靭な
インフラ

海上保安能
力向上

連結性向上 低炭素・脱炭素貢献

【運輸交通が目指す社会】
モーダルシフト施策等の推進を通じて運輸交通分野における低・脱炭素化を進めつつ、国内及
びグローバルにひろがる運輸インフラの整備や持続可能な維持管理、安全の確保に取り組むこ
とにより、すべての人が安全で自由に移動できるようになり、必要なモノがあまねく世界にいき
わたる社会を目指す。
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資源エネルギー グローバル・アジェンダ

• 火力から再エネに急激に移行させる動きに途上国は警戒。

• 発展に繋がらないトランジションに途上国は進めない。また、ウクライナ侵
攻でエネルギー安全保障の重要性が再認識。

• 脱炭素を今ある技術で実現することは不可能。先進国には、途上国が次世代
脱炭素技術の恩恵を享受できるようにする責務がある。

• 中露が積極的な原発輸出（露だけで運開から発注まで合わせると45GW輸出）。

• その国の事情に寄り添いながら、カーボンニュートラルと安価なエネルギー
の安定供給を両立。日本らしい支援を行う。

背景

主要な取り組み

電力アクセス向上 エネルギートランジション

クラスター

• 生活の質の改善を伴う電力アク
セス率の向上

• 配電網（地方電化）の拡大促進

• これらの政策・制度、資金メカ
ニズム構築

• オフグリッド電化はマルチセク
ターアプローチ支援

• 我が国政策や次世代脱炭素技術の紹介

• エネルギートランジションのロードマ
ップ策定支援

• 次世代技術の研究開発支援
• 次世代技術の導入支援（社会実験）

持続可能な
鉱物資源管理

• 人材育成・人的ネットワー
ク強化（資源の絆）

• 我が国開発経験の体系化・
発信強化

• 経済安全保障の観点を踏ま
えた戦略的案件形成

パートナー
との連携

R&D

人材育成
官民連携 政策連携 資金連携

➢ 大学法人
➢ 研究機関

大学・研究機関 企業

➢ 省庁、自治体
➢ JOGMEC, NEDO, JST等

公的機関

➢ MDBs

➢ 米、英、豪等

他ドナー

➢ 電力会社、メーカー
       、商社 6



民間企業に期待すること
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全般
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• 政策へのアライン・新たな課題への対応

⇒ 日ASEAN５０周年、TICAD9

DX、AI、ビックデータの活用

• 地政学的観点

⇒ FOIPの重要性、カスピ海ルート

• ウクライナ、トルコ

⇒ 現地ニーズや国際情勢を見据えた迅速な協力
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参考情報（FOIP, カスピ海ルート）

FOIPを形成するシーレーン
https://www.marinetraffic.com/en/ais/home/centerx:104.9/centery:-2.2/zoom:4

カスピ海ルート（中央アジア・コーカサス諸国）
https://adyexpress.az/transportation-
corridors/the-transportation-corridor-east-
west



注目しているプロジェクト

（左）
https://www.watch.impress.co.jp/docs/
news/1193743.html

（中）
https://www.fashion-
press.net/news/57048/2

（右）
https://project.nikkeibp.co.jp/ms/atcl/
19/feature/00007/00066/?ST=msb
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https://www.watch.impress.co.jp/docs/news/1193743.html


民間企業への期待
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JICA GA 注目すべきポイント

都市・地域開発 ・ウクライナ・トルコの復興支援・・・足の速さ
→ODAを機会とした民間企業による現地投資、進出
・地理空間情報の整備の先、ビジネスでの利活用強化
・スマートシティの実践、展開
・気候変動に貢献する都市計画・都市開発
・事業志向のTOD（ODAへの期待をお聞かせください）

運輸交通 ・インフラ老朽化対策、予防保全に日本の技術を

・人、車の移動把握から何ができるか（モビリティマネジメント、事
故対策にも貢献するのでは）
・ドローン、自動運転への対応、EV普及策
・ラストワンマイルを解消できるか
・AI、ビッグデータ活用による交通流解析、次世代型交通管制、交
通安全対策
・EV、MaaSの普及展開、シェアリングエコノミー

資源エネルギー ・次世代脱炭素技術を紹介する研修事業への協力
・次世代脱炭素技術の開発促進（大学と連携してSATREPS提案）
・GX分野/資源分野の長期研修員のインターン受入



ご清聴ありがとうございました
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https://www.jica.go.jp/Resource/publication/p
amph/issues/global_agenda.html


